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フィールドワークの方法と実践
－人文地理学からの発想－
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Ⅰ　はじめに

近年，人文社会諸科学において，フィールド
ワークの重要性を再認識する動きが高まってい
る．現実の動きを直視し，演繹的思考ではなく帰
納的思考によって事の本質を見極めようとする考
えが背後に存在する．フィールドワークに関する
テキストも数多く出されている．たとえば，社会
学では，盛山（2004）が社会調査の有効性を論じ，
Gerber and Chuan（2000）は，個人の直接的な
体験を重視してきた野外観察の方法を説くととも
に，教育分野における有用性を指摘している．人
文地理学の分野では，田林（2003），山下（2003），
梶田ほか（2007）が，地域調査の方法や有効性に
ついて実例を挙げながら論じている．空間情報技
術の進展により，フィールド調査においてデータ
を効率的に取得し，処理する手法やツールも開
発され，実際に調査に活用されるようになった

（Murayama, 2000：森本ほか，2004：兼子ほか，
2005：村山，2008）．これらの論考では，時間・
空間的な情報を有するデータを統合し，系統的に
整理することの意義や重要性が強調されている．

Ⅱ　人文地理学におけるフィールドワーク

学問分野によってフィールドワークの目的は異
なり，その方法や手順はさまざまである．人文地

理学のフィールドワークは，隣接諸学問と比べて
どのような特徴があるだろうか．

第１に，環境・生態的な観点，すなわち人間と
自然との関わりを重視する点があげられる．地理
学では，当該地域の自然条件に目を配り，地域的
特色（地域性）の形成に気候，水文，地形，土壌，
植生，地質などが大なり小なり関与していること
を見逃さない．それに対して，人文科学や社会科
学では，自然的基盤や土地条件は所与のものとし
て扱われがちであり，自然環境への関心は総じて
低い．

第２に，研究対象のフレームワークとしての領
域（地理的範囲）を明確化し，スケールや関係位
置，距離，方向，地域区分などを念頭に置きなが
らフィールドワークを進める点があげられる．人
文地理学者は空間的思考を有し，可変的なスケー
ルで地域を洞察する．地域の等質性や結節（機能）
性，あるいは重層性や階層性などに着目しながら
地域調査を行う．地域は閉じられた空間ではなく，
外部にオープン（開放的）であり，当該地域の性
格は隣接・周辺地域との文化・社会・経済的な相
互作用や相対的位置関係に規定されていると考え
る．

第３に，人文地理学者は，地域変化のプロセス
（過程）に強い関心をもち，地域を動態的に把握
する能力に長けていることが指摘できる．アーバ
ニゼーション，メトロポリタニゼーションといっ
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たメカニズム研究は多大な成果をあげ，隣接諸分
野に独創的な知見を発信してきた．地域の置かれ
た状況を診断し，将来の予測を行う際にも，人文
地理学者は過去から現在までの地域の変容プロセ
スを把握し，その延長上に将来像を捉える（村山，
2005）．演繹的なモデルによって地域予測を試み
る地域科学や地域経済学などとは対照的である．

このように人文地理学は，空間的思考に生態学
的思考を重ね合わせながら，地域的な変化をプロ
セスとしてとらえる点に特徴がある．フィールド
調査はそのための手段であり，フィールドワーク
を通して，新しい事実や法則を見いだし，地域変
容のメカニズムを解明しようと試みる．最終的に
は，帰納的な思考で，地域動態の構造化・理論化
が目指される．

Ⅲ　フィールドワークの方法

フィールドワークには，観察法（観察・参与観
察），聞き取り（インタビュー），アンケート，観
測など多種多様な手法が存在する．これらの使わ
れ方は学問分野によって異なる．

観察法は，観察しながら調査者が地域の実態や
個人の行動，景観などを直接的に把握する方法で
ある．なかでも参与観察は，調査者が研究対象地
域にコミュニティの一員として長期にわたり生活
し，人々とのやりとりや日常生活を通して，対象
地域を直接観察し，文化や社会集団を深く理解し
ようと試みる（北澤・古賀，1997）．参与観察は
文化人類学でよく用いられる．メモをとり，情報
提供者の許可を得て録音し，ときには写真を撮
る．聞き取り（インタビュー）で重要なことは地
域の実情に通じたキーパーソン（情報提供者＝イ
ンフォマント）を探すことである．聞き取りに
は，フォーマル・インタビュー（指示的面接法）
とインフォーマル・インタビュー（非指示的面接
法）がある（北澤・古賀，1997）．前者では，聞
き取りの手順を規格化し，質問する事項や順序は
前もって決めておく．後者では，あらかじめ質問
事項などは決めておかず，相手との会話を通して

事実を把握していく．したがって，前者は仮説検
証に，後者は仮説構築に有効な手法といえる．

質問紙を現地で配布する質問紙調査は，短期間
に均一で大量なデータがとれるのがメリットであ
る．全数を対象とする場合は悉皆調査，一部を対
象とする場合はサンプル調査という．観測は，人
文・社会科学よりも自然科学で幅広く活用されて
いる．地理学では，自然地理学的な調査で多用さ
れ，測器を用いて，気温，湿度，風向などの気象
的要素や，河川における水質や流量，流速など水
文的要素が測定される．観測によって得られた定
量的なデータに定性的データを組み合わせること
も重要である．気象を例に取れば，定性的データ
として，肌寒い，寒い，芯まで冷えるといった感
覚（五感）が該当しよう．これらのデータは聞き
取りや質問紙調査で得られるだろう．

Ⅳ　空間情報技術を駆使したデータ取得

近年では，フィールドワークに関して，従来の
方法とは異なる新しい技法が登場している．ま
ず，空間情報技術を使って現地に出向かずにデー
タを収集する，いわゆるバーチャル・フィールド
ワークの台頭があげられる．Google Earth，Bing 
Map などの地図情報発信サービスを活用して，
衛星画像・空中写真・デジタル地図から仮想的に
景観観察を行う．最近の高精細衛星画像はきわめ
て鮮明である．Google マップやアースのストリー
トビューも利用度が高い．

また，インターネット・アンケート（オンライン・
アンケート，ネット調査等とも呼ばれる）も注目
を集めている．短期間に，大量の回答を集められ
るのが利点である．インターネット・インタビュー
や電子メールを介した聞き取り調査も広がりをみ
せている．携帯電話やスマートフォンを通して複
数の人を対象に同時に聞き取りを行うグループ調
査は均質的なデータを得るのに適している．海外
に居住する被験者に聞き取りを行う際には，スカ
イプなどを活用して費用をかけずに行える．現地
の人々とのコミュニケーションには，無料で利用
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可能なインターネット自動翻訳機能が役に立つ．
伝統的な質問紙による調査などは，電子メールに
よる配信，回収で代替することもできよう．観測
については，自動モニタリング・システムが普及
していくだろう．データを自動的に取得でき，観
測結果を遠隔操作によりリアルタイムでどこにい
ても受け取れる．

このような革新的手法を用いると，データを取
得した後，シームレスに集計，分析，可視化へと
進むことができる．データはデジタル媒体で得ら
れるので，作業は効率がよい．アイディアや新し
い情報が加わり，フィードバックによってデータ
は正確性を増し，より洗練されていく．これまで
個人や少数のグループにとどまっていたデータ
が，共有・蓄積・流通・公開されていくとすれば，
社会的意義も大きい．これらを支援する仕組みと
して，最近，参加型GIS が存在感を増している．

データ取得の方法に関する近年の動きとして次
の３点が指摘できる．一つは，上記した汎用的技
法の確立がある．これまで，フィールドワークは，
伝統的に個人の力量にゆだねられ，必要なデー
タは手作業でとることが一般的であった．GIS や
GPS などを駆使して，規格化されたデータを網
羅的に収集できるメリットは大きい（橋本ほか，
2013）．

第２に，集計的思考から非集計的思考へのシフ
トがあげられる．集計的思考は総量や平均値（単
位あたりの量）に依拠するのに対し，非集計的思
考は集計せずに個々の特性を重視する考え方であ
る（村山，2008）．非集計的思考では，人口密度，
失業率，緑地率，平均所得といったいわゆる平均
値は意味をなさない．たとえば緑地率が90％に達
する集落を，割合（構成比）が高いというだけで
緑豊かな地域とは解釈しない．問われるのは，人
が多く居住する市街地にどれだけ緑が存在するか
である．平均所得の指標も同様である．仮に数億
の所得を得ている人が一人でもいれば，その地域
の平均所得は格段に高まる．

統計データの多くは，これまで地域（地区）を
単位に集計され，利用者に提供されてきた．この

ため，統計の利用者は集計レベルでしか地域的類
似性や地域差を論じることができなかった．とこ
ろが近年，POS，不動産取引情報，パーソントリッ
プ，観測データなどの非集計データが増えている．
非集計データの流通は，平均値主義からの脱却を
促している（村山，2008）．

日本では，2007年５月に統計法が改正され，こ
れまで原則禁止されていた個票（ミクロ）データ
の目的外使用が緩和された．国勢調査，世界農林
業センサス，事業所・企業統計調査をはじめとす
る各種政府統計は地理空間情報の宝庫であり，位
置情報を付与した非集計データが利用可能になれ
ば，GIS を活用した空間分析は大きく進展するに
違いない．とくに，地域区分は重要である．利用
者のニーズは多様である．コミュニティレベルで
は，町丁・字界，調査区，街区，学区，郵便番号区，
消防団管轄域，自治会区，班，ゴミ収集圏区，メッ
シュなど，さまざまな単位地域が想定される．プ
ライバシーや秘匿の問題に十分な配慮をしつつ，
この集計作業を利用者側で可能になるのが理想で
ある．空間データマイニング手法の開発や可変的
地域単位設定問題（MAUP）の研究が，今後進
展することが期待される（村山，2008）．

第３に，フィールド調査では，一回のフィー
ルドワークで終結することは稀である．何回も
フィールドに出向くことが通常である．このため，
どうしてもデータ収集には，時間的なずれがとも
なった．空間情報技術を活用すれば，データ収集
にかける時間を短縮することができる．分析に即
時性が要求される災害・被害の調査などには威力
を発揮しよう．GIS，GPS，RS, スマートフォン
などを用いたフィールドワークが普及するにつれ
て，「位置情報（３次元）＋時間」情報の付いたデー
タ（地理空間情報）を現地で取得しながら，リア
ルタイムで空間可視化し分析を加え，即時公開（情
報発信）することも可能になりつつある．

大学においては，GIS やGPS などをフィールド
ワーク実習に活用する場面が多くなってきた．ス
マートフォンを使って，現地の状況を地図や衛星
画像で把握したり，WebGIS を活用して研究対象
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とする地物の分布などを記録したりする実習など
が行われるようになった．GIS のソフトを組み込
み，現地で取得したデータを既存のデジタル地図
に重ね合わせ，空間分析を行い，その結果を瞬時
に空間可視化する作業などを学部学生でも容易に
こなす．

聞き取りや観察，観測で得られたデータととも
に，現地で入手した各種台帳・個票，空中写真，
衛星画像，地域統計，古文書，古地図なども，人
文地理学では利用価値が高い．これらは，位置情
報（緯度・経度）と時間情報でデータを管理し，
使いやすいデータベースを構築していくことが重
要である．

地理空間情報活用推進基本法の成立により
（2007年５月），今日，地域に関する様々なデータ
を統合・分析する汎用的な方法を確立することが
社会から要請されている．データの相互利用にと
どまらず，手法の共有化・体系化は喫緊の課題に
浮上している．これまで個々の研究者がフィール
ドワークで独自に収集してきたデータは，当該研
究者にその利用がとどまっていた．膨大な時間と
労力を費やし作成された貴重なものにもかかわら
ず，他の研究者に再利用されることはほとんどな
かった．チームを組んで実施する共同研究におい
ても，研究が終了すると個別データは破棄される
ことが常であり，次の研究や他のグループに受け
継がれることは稀であった．集計や整理の仕方が
個別的かつ非系統的であるため，汎用性が低いの
がその主たる原因である．

これを解決する一つの方法は，地理データを
共通のフォーマットで規格化することである．
フィールドワークで得られたデータに，位置情報

（緯度経度，住所，地名など）や時間情報（時点，
期間，間隔など）を付与すれば，フィールドワー
クデータの管理がしやすい．既存データ（衛星画
像，地図，DEM，統計など）とのリンクも可能
である．作業の手順，分析・考察の方法，結論へ
の導き方などについて，共同研究者間で理解が得
やすい．

フィールドワークによって得られたオリジナル

なデータを体系的に管理し，デジタル・アーカイ
ブ化していくことの学術的なメリットは計り知れ
ない．当該研究者が行ったデータ解析を他の研究
者がいつでも追尾できる環境が整えば，データの
検証や解釈の妥当性に対する科学的な議論，さら
にはデータの精度や品質などをめぐるデータ提供
のあり方についても深い論議を展開できよう．

2008年４月に地理空間情報活用推進基本計画が
閣議決定され，その一環として全国をシームレス
に閲覧できるデジタル基盤地図（縮尺2500）の無
償提供が開始された．また「統計の目的外使用」
の緩和により，国勢調査，事業所・企業統計調査
をはじめ官庁統計データが個票レベルで入手でき
る環境が整った．これらの個票データを，フィー
ルドワークによって得られた個別データと結びつ
けて基盤地図で管理すれば，小地域レベルの地理
空間情報の使い勝手は格段に向上する．フィール
ドで取得した個別データと既存のミクロデータを
クロス集計化させる，あるいは非集計レベルで現
在と過去のデータをマッチング（パネル化）する
といったタスクが可能になろう．GIS を援用して
位置と時間を鍵に既存データと組み合わせて新し
いデータを作成できる．ミクロデータの収集・管
理に関して研究者の意識改革が促され，フィール
ドワークに関する新たな方法論の誕生が待たれ
る．

フィールドワークをサポートするツールの発展
には目を見張るものがある．地理空間情報を自動
的に取得できるソフトウェアが次々と誕生してい
る．たとえば，交通行動分析に威力を発揮する
MOVES は，スマートフォンに付随するGPS に
よって移動速度を割り出し，１日24時間の空間
的行動を自動的に取得する（https://dev.moves-
app.com/）．時速10キロであれば自転車利用，時
速４キロであれば徒歩と推定され，移動経路とと
もに交通手段が記録される．１日単位でアーカイ
ブ化されていくので，後に，平日と休日に分類し
たり，１週間単位あるいは１ヶ月単位で再集計し
たりすることもできる．取得したデータは，他の
GIS ソフトウェアにエクスポート可能である．　
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インターネット・アンケートもデータ収集の手
段として注目を集めるツールの一つである．卒業
研究で活用する地理学専攻の学生も少なくない．
筆者が所属する筑波大学地球学類の卒論研究で，
ある学生が震災時における東京の避難行動の分析
にこの方法を使ったところ，数日で100人以上か
ら有効回答が寄せられた．質問紙をウェブで流し，
協力を呼びかけただけでこの数を取得できたので
ある．インターネット・アンケートは，回答者の
年齢構成や属性にバイアスがないか，信頼性は高
いかなど回答自体に対する精査が必要であるけれ
ども，貴重な情報を短期間，かつ効率的に得られ
るメリットは計り知れない．国際版のホームペー
ジを用いれば，世界中から回答が寄せられるかも
しれない．今日，ビジネスの世界では，インター
ネットを活用したエリア・マーケティング分析や
市場調査が盛んになっている．

地域住民が自発的に提供するボランティアード・
インフォメーション（volunteered information）も
データソースとして無限の可能性を秘めている．
参加型WebGIS を通して，統計調査やアンケート
調査では得ることのできない生のデータを大量
に収集できる基盤が構築されつつある．参加型
WebGIS で得られたデータは，正確さに欠けると
の批判はあろう．しかし，あるイベントに対し，
多数の人々が同じ応答をすれば，そのデータは客
観性が高まり，信頼度も増す．参加型WebGIS の
興隆を背景に，集合知や探索的データ分析に関す
る研究が深化を遂げている．

小中高を対象にした国際的環境教育として，
GLOBE Program「環境のための地球学習観測プ
ログラム」がよく知られているが，ここでは集合
知の概念を活用したデータ収集システムが構築さ
れている．世界中の子供たちが，学校の観測施設
を用いて，日常的に気温や湿度などの観測を続け
ている．気候，気象，水質，大気，土壌，土地被
覆，生物など観測項目は多岐にわたる．全世界の
学校が参加し，データの収集にあたっている．そ
のプラットフォームに参加型WebGIS が使われて
いる．得られたデータは地図上に主題図として可

視化され，誰でも閲覧することができる．子供た
ちの達成感は大きい．

Ⅴ　フィールドワークからフィールドサイエンスへ

フィールドワーク方法論の進展にともなって，
フィールドサイエンスという新しい学問領域が芽
生えつつある．フィールドサイエンスの舞台は地
域であり，地域で生起する事象や現象が研究の対
象である．この新領域を人文地理学に引き寄せる
と，フィールドサイエンスは，「地域を対象にし
て，地理情報を取得・管理・分析・可視化・流通・
公開する汎用的方法を構築し，諸学問への応用の
仕方を探求する学問」と定義できよう．フィール
ドサイエンスは方法論の科学であり，地域をキー
に，人文社会科学と自然科学をつなぐ学際的領域
を形成する．帰納的思考にもとづき地域現象の一
般性・法則性を追究する点に特色があるが，そこ
には，エビデンスやデータをもって秩序を語らし
めるという発想がベースにある．フィールドサイ
エンスの確立には，GIS やGPS，RS をはじめと
する空間情報技術が大きく貢献する．

フィールドサイエンスを発展させるには，どの
ような見方，考え方で調査研究を進めていけばよ
いだろうか．二項対立的に考えてみよう．

第１は，仮説検証と仮説構築について．一般に，
フィールドワークは仮説検証より仮説構築に威力
を発揮する．現地で事実を見いだし，明らかになっ
た様々な事象を紡ぎ，地域的特徴（地域性）を浮
かび上がらせていくやり方は，フィールドワーク
の醍醐味である．フィールドサイエンスでは，設
定した仮説に固執せず，研究対象地域の状況に
よって柔軟に仮説を見直し，修正していくことが
大切であり，このプロセスを通して仮説が磨かれ，
より洗練されていく．新しい発見や知見は仮説の
検証，あるいは仮説の構築のどちらか一方向から
では生まれない．

第２は，地域の開放性と閉鎖性について．地域
はそれ自体閉じてはおらず，隣接・周辺地域と文
化，経済，社会など様々な面で密接に関係しあっ



－252－

ている．地域を変容させるドライビングフォース
は，地域内部より外部の力の方が大きい．各地域
が有する開放性と閉鎖性は，当然ながら置かれた
地域の特性や関係位置によって，その強さが異な
る．地域によってどのように異なるかを明らかに
するとともに，その地域差を生み出した原因を探
ることは，フィールドサイエンスの課題の一つで
あろう．

第３は，集計的思考と非集計的思考について．
前述したように，集計的思考は平均値の世界で論
じることにつながる．集計化の過程で個々の特性
が捨象される恐れがある．ミクロな地域でフィー
ルドワークを行う際には，非集計的なマインドで
調査を遂行するとともに，集計化を行う際には
個々の属性や特徴を損なわないように心がけるべ
きである．

第４は，一般性と固有性について．フィールド
調査を行なうと，場所を変えても同じような地理
的現象・事象が生じていることに気づく．また，
複数の地域を調べてみると，いくつかの地域は，
地域性や地域変化に関して類似したパターンを示
す．フィールドサイエンスでは，いずれの地域に
も通じる一般的特徴と，特定の地域のみに該当す
る固有な特徴を見定めることが重要である．計量
地理学で用いられる回帰分析を例に，この点を別
の角度からみてみよう．回帰分析において，回帰
直線からのずれは残差と呼ばれる．社会科学では，
残差は除去すべき対象，すなわち誤差とみなすこ
とが一般的である．人文地理学では，誤差の最小
化に腐心するのではなく，地域的諸条件と関連づ
けながら，残差が生じる要因を徹底して探究する
ことに心がける．地域には変化しやすい事象と，
変化しにくい事象がみられる．たとえば，農山村
部では，経済面などは外部の影響を受けて変化し
やすいが，風習・しきたり・冠婚葬祭といった地
域固有の伝統行事や文化は変化しにくい．また，
都市部と比べて，変化の速度は緩慢であり，都市
部と時間的なずれ（タイムラグ）がみられる．

フィールドサイエンスでは，地域を相対化する
視点をもつことが肝要である．法則性や地域構造

を導くには，いくつかの地域を比較し同質性や異
質性を探ることが有効である．一般性を追究する
うえで，地域群を類型化することも重要なタスク
である．当該地域の特性が隣接地域にどのように
伝播していくのか，隣接効果や階層効果に着目し
ながら転移性を把握することが大事である．発展
途上国における地域研究では，経済の発展レベル
が地域を特徴づけるキーとなることが知られてい
る．

Ⅵ　結びにかえて

現地で観測，観察，聞き取りや質問紙調査を行
い，取得したデータを研究室に持ち帰り，データ
ベースを構築しながら，主題図や表を作成し，分
析を行う―これが伝統的なフィールドワークの
流れであった．今日，空間情報技術の発達はめざ
ましく，データの取得や分析の方法に大きな変化
が起きている．データの共有と蓄積が容易になり，
データの公開や流通も急速に進んでいる．現地で，
空間情報技術を駆使しながら，データの取得，管
理，分析，可視化，解釈までシームレスに進めら
れる．測位技術も飛躍的に向上し，リアルタイム
で精度の高い位置情報が得られ，フィールドワー
クの深化に貢献している．

フィールドサイエンスは多くの学問分野が関わ
り，学際領域を形成する．面的広がりを有する地
域を対象に，その特性や構造，地域変化の秩序・
普遍性を追究する科学として発展することが期待
される．フィールドサイエンスの深化には，関連
する学問分野の密な交流が不可欠である．関連諸
分野の英知を結集することが求められる．

フィールドサイエンスが学問的に確固たる地位
を築けるかは，社会的に有用なディシプリンとし
て支持を得られるかどうかにかかっている．地域
社会が求めるのは，過去から現在までの変化を明
らかにし，地域変容のメカニズムを解明するだけ
でなく，当該地域が今後どのように変化するのか，
的確に将来を予測することであろう．地域がある
べき方向に向かっていないとすれば，正すために
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どんな手立てを講じるべきか，明確な解答を提示
することが求められる．帰納的思考・プロセス研
究を通して，地域の政策や計画へ積極的関与して
いくことが必要である．地域のあり方や地域の将

来像を描くには，フォアキャスト的な思考ととも
にバックキャスト的な思考も大切である（カール
＝ヘンリク・ロベール，2010）．

　本稿の作成にあたって，平成22～25年度科学研究費補助金基盤研究（A）「フィールドワーク方法論の
体系化―データの取得・管理・分析・流通に関する研究－」（研究代表者：村山祐司，課題番号22242027）
の一部を利用した．
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